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研究成果の概要（和文）：本研究は食品に対するわが国の消費者のステレオタイプを把握すると

もに、専門性の高いリスク情報の消費者受容の促進要因を実験社会心理学的方法により解明し

た。まず、食品ステレオタイプに関して、意味プライミング課題によりステレオタイプを計測

する方法を提案した。さらにこの手法を用いて食品の外観が食品ステレオタイプに影響を及ぼ

すことを明らかにした。次に、専門性の高い食品情報に対する消費者理解について検討を行い、

消費者が情報を能動的に入手する情報表示法を用いて情報提示を行うことで、情報に対する理

解が高まることを示した。これらの知見は、同じ食品あるいは食品情報についてもその提供方

法といった外的要因により食品に対する認知や態度が変化することを示唆する。 
 
研究成果の概要（英文）：This study examined consumers’ perception of foods and attitudes 
toward them. Firstly, we explored whether the gender impression of a food appearance 
would affect the gender stereotypes of foods. We assessed gender stereotypes of food among 
young Japanese adults using a semantic priming task. Results suggest that gender-based 
stereotypical attitudes toward food pictures are determined by the combination of gender 
impressions for both the food name and its appearance. Secondly, we explored the 
interactive effects of the accessibility of information and the degree of carbon footprint 
score on consumers’ value judgments of food products. Results demonstrated that the 
information accessibility affected the consumer valuation and understanding of carbon 
footprint-labeled food. These results suggest that the external factors can influence 
perception of and stereotypes toward foods and eating. 
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１．研究開始当初の背景 
近年、食品表示偽装事件や、中国製食品農

薬混入事件、汚染米問題など、食の信頼を揺
るがす事件が多発している。このような中、
わが国の科学技術政策重点課題である食の
安全・安心を実現してゆくためには、科学的
エビデンスに基づく食品検査を徹底するの
みならず、安全性の高い食品やその生産者に
対する消費者の安心を確保する取組みも必
要である。アメリカのチャイナフリー運動や
韓国の米国産牛肉輸入反対デモに例示され
るように、消費者は一部業者の不正からその
業界・地域全体に対しても否定的な態度を形
成することがある。このような不安の連鎖構
造の心理学的解明は、健全な食品産業の発展
に大きく寄与するものとともに、社会心理
学・消費者行動研究の知見の現実場面での裏
づけとなる。 
 
２．研究の目的 
本研究は、食品に対するわが国の消費者の

ステレオタイプを把握するともに、専門性の
高いリスク情報の消費者受容の促進要因を
実験社会心理学的方法により解明すること
を目的とする。とくに (1) 消費者の食品に対
するステレオタイプの解明、(2) 消費者の理
解を促進する情報表示法の解明、の 2件の研
究課題を主要目的とした。 
 
３．研究の方法 
(1) 消費者の食品に対するステレオタイプ
の解明: 消費者の食品選択には食品やその
食品の摂食者に対するステレオタイプが影
響を及ぼすことが先行研究で示されている。
一方で、従来研究は各食品に対するステレオ
タイプの存在を概念的に示す現象記述的検
討が中心であり、ステレオタイプ変容の可能
性に言及した研究は少ない。本研究では食品
の概観を操作することで同じ食品であって
もステレオタイプが変容するかどうかを実
験的に検討した。 

 まず、食品のステレオタイプの測定法の確
立のために、潜在的態度測定法の 1 つである
意味プライミング課題が食品のジェンダー
ステレオタイプ計測にも有効であるかを実
験的に検討した。食品名をプライム刺激と、
男女の名前をターゲット刺激として、ターゲ
ットの性別判断を行うプライミング課題を
実施した (図 1)。結果を先行研究や質問紙法
の結果と比較することで、言語による自己報
告回答に頼らない認知課題から消費者の食
品ステレオタイプを計測できるかどうかを
検討した。 
次に、食器が食品ジェンダーステレオタイ

プに及ぼす影響について検討した。男性性・
女性性を操作した食器に男性的食品･女性的
食品 (食器、食品とも男性性・女性性は予備
調査結果に基づく) をもりつけた画像をプ
ライム刺激とした意味プライミング課題を
行い(図 2)、食器のジェンダーイメージが食
品ステレオタイプの変容に及ぼす効果を調
べた。 
 
(2) 消費者の理解を促進する情報表示法の
解明: 商品情報表示に関する従来研究では、
パッケージに記載する情報の量が多いと消
費者は情報オーバーロードを引き起こし、そ
の情報の理解や商品に対する評価は低下す
るとされていた。一方で、消費者は自分で積
極的に調べた情報に対しては、高い理解と価
値づけを示すことが知られている。これらの
先行研究を考慮し、消費者の食品情報に対す
る関与が情報理解に影響を及ぼすという仮
説を立て、これを実験的に検証した。 

実験のテーマとなる商品情報には、2008年
にわが国に試験的に導入されたカーボンフ
ットプリントという商品属性のラベルを採
用した。これは商品の原料生産から廃棄に至
るまでの商品ライフサイクルにおいて使用
される温室効果ガスの量を CO2量で表示した

図 1  意味プライミング課題の流れ 

 

図 2  ジェンダーイメージを操作した食器と食品の 
組み合わせ例 

 



もので、商品の環境配慮性を表すラベルであ
る。食品情報のなかでも消費者にとっては未
知性が高く、またカーボンフットプリント値
からその商品の環境配慮性を理解するには
ラベル情報についてのある程度の理解が必
要であることからこのラベルを採用した。 
実験では、カーボンフットプリント値 (低、 
平均、高、無記載) と消費者の情報関与を操
作した情報検索法 (実験参加者自身がボタ
ンクリックすることで情報が表示される能
動検索条件 (図 3)と、すべての情報が自動的
に表示される受動検索条件) を操作した食
料品の商品パネルを提示し、その商品価値を
最大支払意思法で評価させるとともに、各商
品に対する主観的品質評価を回答させた。 

 
 
４．研究成果 
(1) 消費者の食品に対するステレオタイプ
の解明: まず、意味プライミング課題による
食品ジェンダーステレオタイプ計測を行っ
たところ、男性的食品がプライム刺激となっ
た場合には男性名判断が促進され、女性的食
品がプライム刺激となった場合には女性名
判断が促進された (図 4)。これらの結果から、
意味プライミング課題が食品ジェンダース
テレオタイプを反映することが示唆された。 
  次に、食器が食品ジェンダーステレオタイ

プに及ぼす影響について検討したところ、食
器と食品のジェンダーステレオタイプが一
致する場合には食品と同じジェンダーの性
別判断が促進され、食器と食品のジェンダー
ステレオタイプが異なる場合には食品と同
じジェンダーの性別判断が抑制されること
が示された。このことは食器や盛り付けとい
った食品の外観 (appearance) が食品ジェ
ンダーステレオタイプに影響することを示
唆するものでる。 
 
(2) 消費者の理解を促進する情報表示法の
解明: 消費者の情報に対する関与が高い能
動検索条件においては、カーボンフットプリ
ント値の関数として商品価値が判断された。
すなわち、環境配慮性の高い商品は価値が高
く評価され、環境配慮性の低い商品やカーボ
ンフットプリントが無記載の商品は価値が
低く評価された。一方で、受動検索条件にお
いては、カーボンフットプリント値は商品価
値に影響を及ぼさなかった (図 5)。 
商品の主観的品質評価についての分析結

果をみると、能動検索条件の消費者はカーボ
ンフットプリント表示から商品の環境配慮
性を正確に理解していたことが示唆された。
一方で、受動検索条件の消費者はカーボンフ
ットプリントのラベルから環境配慮性を正
しく認識していなかった (図 6)。 

本研究成果は、情報に対する関与が情報理
図 3  能動検索条件の例 

 

図 4  意味プライミング課題の結果 

 

図 5  情報検索法とカーボンフットプリント(CF)値が
商品価値に及ぼす効果 

 

図 6  情報検索法とカーボンフットプリント(CF)値が
商品の環境配慮イメージに及ぼす効果 

 



解に影響を及ぼすことを世界に先駆けて明
らかにしたもので、人間の動的な情報認知プ
ロセスの一端を示す基礎的知見を提供する
ものといえる。また、本知見は情報の価値が
その内容や量のみならず、消費者がどのよう
に情報に接するかという情報へのコンタク
トが重要であることを示唆するものであり、 
商品の販売戦略や商品情報デザインに新た
なアプローチを提供し得るものである。 
 
(3) 本研究結果の総括: 本研究は食品に対
する消費者のステレオタイプ特性の把握、お
よび消費者の食品認知傾向を考慮した上で
専門的な食品情報に対する消費者理解を促
進する手法の開発を主たる目的とした。その
結果、同じ食品あるいは食品情報についても
その提示の仕方といった情報コンテクスト
によって消費者の認知が変化することが示
された。これらの知見は、消費者の食品認知
についての社会心理学的基礎を提供するの
みならず、厳密なリスク管理がなされた食品
に対し正当な価値が認知されるようなリス
ク・コミュニケーションのための基盤資料と
なるであろう。なお、本研究の成果の多くは
査読付欧文論文として世界に先駆けて公表
するとともに、より多くのステークホルダー
に知見を周知するために、和文・欧文著書や
学会発表を通じて成果を発信した。 
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